
である。

今 回の研究では、通常酸素下、低酸素下、再酸素下におけるsGCstimulatorに よる等尺性の張力変化をマグヌス

法に準 じて記録 した。 なお、sGCstimulatorと はNOの 作用点である可溶性 グアニル酸シクラーゼ(sGC)をNO

非依存的に活性化す る薬物である。その結果 、低酸素あるいは再酸素暴露によ り、sGCstimulatorに よる冠状動脈

拡張作用は有意ではないものの減弱す る傾向を示 した。本研究結果 は、低酸素あるいは再酸素に暴露 された冠状動

脈では、sGCに も何 らかの変化が生 じている可能性 を示唆 している。

今年度 は共同利用 ・共同研究の初年度であり、成果 を発表す るまでには至っていない。本成果は、来年度以降に

発表 してい く予定である。

D-9哺 乳類においての咀囑 リズムと体重における相対成長の関係

長峯康博(日 本歯科大新潟 ・院 ・矯正),寺 田員人(日 本歯科大新潟 ・矯正),佐 藤義英(日 本歯科大新潟 ・生理)

所内対応者:平 崎鋭矢

咀噛 リズムは、脳幹に存在する中枢性パ ター ン発生器 によ り形成 されると考 えられている。 しか しなが ら、その

リズムの規定因子は明 らかになっていない。過去の研究から、咀囑 リズムは体重 と関係 があることが報告 されてお

り、下顎運動は顎関節を中心としたテコの運動である。そこで本研究は、咀噛 リズム と体重の関係 を再検討 し、咀

囑 リズム と下顎骨形態の関係を検索 した。

デジタルカメラで咀p時 の霊長類 を撮影 した。餌 を摂食 してか ら嚥下す るまでの最 も安定 した4回 の咀噛を抽出

し、平均 を求め各個体の咀噛 リズム とし鳥 対象動物の体重は文献を引用 した。また下顎骨標本をカメラで撮影 し、

画像上で下顎骨長径 と下顎骨の重心の位置 を求めた。そ して下顎頭か ら下顎骨重心のまでの距離 と下顎頭 から下顎

第一大臼歯までの距離 を計測 し、種 問で比較検討 した。

咀噛 リズム と体重、下顎骨長径、下顎頭か ら下顎骨重心までの距離お よび下顎頭か ら下顎第一大臼歯までの距離

との間には、正 の相関が認め られた。 しか しながら、テ コの原理に関係す る下顎骨形態(下 顎頭 から下顎骨重心ま

での距離お よび下顎頭 から下顎第一大臼歯までの距離)は 、種 問における違 いは認め られなかった。

これ らのことか ら、咀囑パターン発生器 により形成 され る咀噛 リズムは、体重によって規定 されてい る可能性が

あ り、下顎骨形態 との関連は小 さい事が示唆 された。

D-10類 人猿 の神経伝達関連遺伝子の多様性解析

村山美穂(京 都大 ・野生動物)所 内対応者:郷 康広

本研究では、ヒ トで報告されている性格に関与す る遺伝子の相同領域を類人猿で解析 し、種問の塩基配列比較

や、個体の性格評定 との関連解析を行って、飼育や繁殖 に活用す る情報を得ることを目指 している。関連性の解析

には多数 の試料が必要なため、GArNを 通 じて飼育類人猿の試料提供を依頼 し、比較可能なデータの蓄積 を 目指 し

ている。23年 度 はチンパ ンジー3、 ニシロー ラン ドゴリラ2、 オランウータン1、 フクロテナガザル1の 計7個 体

の試料提供 を受け、DNAを 抽出 した。その うちゴリラについて、ヒ トの性格 、特に不安や攻撃性 との関与が報告

されている神経伝達およびホルモ ン伝達関連 の5遺 伝子(バ ソプ レシン受容体、モノア ミンオキシダーゼA、 モ ノ

アミンオキシダーゼB、 セ ロ トニン トランスポーター、アン ドロゲン受容体)8領 域 を比較 した。その結果 、ニシ

ローラン ドゴリラの国内飼育14個 体では、8領 域すべてで多型が見 られた(平 均対立遺伝子数3.8、 平均ヘテロ接

合率0.517)。 野生のニシローラン ドゴリラおよびマ ウンテンゴリラ と比較 した ところ、対立遺伝子頻度 の差異が

見いだされた。飼育個体 問で差が大きい ことか ら、性格 との関連解析のマーカー として有効で あると考 えられる。

また種間差については、行動や社会の種差にもとついて解釈できるかもしれない。今後は個体数、候補遺伝子数を

増や して、性格のマーカー となる遺伝子を探索する予定である。

D-11霊 長類 における組織特異的1)NAメ チル化機構の解明

福 田渓,一 柳健司,佐 々木裕之(九 州大 ・生医研)所 内対応者:郷 康広

DNAメ チル化は代表的なエ ピジェネティックな機構 の一つで、表現型多様性に関与す ることが知 られている。

そのため、ヒ トとチンパンジーの進化におけるエ ピジェネテ ィックな機構の役割を解明す るには良い対象である。

我々はこれまでに ヒトとチンパンジー(霊 長類研究所 の飼育個体)の 末梢血 白血球におけるDNAメ チル化比較研

究を行い、染色体21、22番 上に16カ 所のメチル化差異領域 を同定 していた。

メチル化差異が発生のどの時期に形成 されるかを調べ ることで、メチル化差異の形成基盤の一端が明らかになる

と期待 し、本研究では末梢血 白血球におけるメチル化差異領域のメチル化を他組織(脾 臓、膵臓、大脳、精巣、精

子)で も調べた。チ ンパ ンジーの組織サンプルは大型類人類情報ネ ットワーク(GAIN)お よびサンクチュア リ宇

土か ら分与 して頂いたものを利用 した。メチル化解析の結果、ほ とん どのメチル化差異 は末梢血 白血球特異的であ

ることがわかった。このことは、メチル化差異は主に発生後期に形成 されることを示唆 している。 しか しなが ら、

メチル化 を調べた領域 は非常に限 られてい るので、今回の結果がゲノムワイ ドで も当てはまるのかを明らかにす る

ためには、 より網羅的な解析が必要である。

現在、高速シークエンサーを用いてヒ トとチンパ ンジーの末梢血細胞のメチル化 をゲノムワイ ドに比較 してい る

ので、今後は他組織のメチル化 も同様に解析す る予定である。

〈学会発表 〉
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福 田 渓,ほ か 「DNAmethylationdifferencesbetweenhumansandchimpanzeesinchromosomes21and22」.第7回 九

州 大 学Global-COEYoungInvestigatorsForum

D-12脂 質を標的 としたサル免疫 システムの解明

杉 田昌彦,森 田大輔(京 都大 ・ウイルス研)所 内対応者:鈴 木樹理

細菌やウイルスの感染 において、病原体が産生す る脂質分子あるいは脂質 を含有 した複合分子を標 的とした感染

防御応答が誘起 され ることが明 らかにな りつつある。研究代表者 らはヒ ト病原体(結 核菌やエイズ ウイルスなど)

が宿主生体内で産生するlipidicな 免疫標的分子に対す るTリ ンパ球応答の解析を行ってきた。 しか し、一般的な免

疫解析に有用な小動物であるマ ウスや ラッ トはこの免疫 システムを欠如 しているため、その詳細な分子 ・細胞機序

の解 明にはヒ トに類似 した免疫システムを有す る動物が不可欠である。そ こで本研究では、アカゲザル末梢血単核

球 を用い、この免疫応答に関与する分子 ・細胞機序を明らかにする とともに、その制御法 を確立す ることを 目的と

す る。

まず、サル末梢血よ り精製 した単球をマ ウス ・ラッ トへ と免疫 した後、B細 胞を取 り出 し、 ミエ ローマ細胞 との

融合を行 った。 これまでに約4000ク ローンのハイブ リドーマを単離 し、フローサイ トメ トリーによる一次スク リ
ーニングから270ク ロー ンのサル単球特異的なモノクローナル抗体を選抜 した。続 いて、Tリ ンパ球応答の阻害抗

体 を探す二次スクリーニングか ら7ク ロー ンのモノクローナル抗体を見出 した、生化学解析 による認識抗原の同定

を進 めた結果、この免疫応答に関わる未知の免疫分子や接着分子の候補を絞 り込んだ。

D-13霊 長類 を含む哺乳類の四肢骨形状構造の材料力学的性質 と姿勢運動 との関係

和 田直己,板 本和仁,後 藤慈(山 口大),藤 田志歩(鹿 児島大)所 内対応者:西 村剛

四肢骨 、特 に肩 甲骨の形状 とロコモーションの関係 を明 らかにし、哺乳類の生息域の多様性 とロコモーシ ョンの

関係 から、生息環境の生体におよび影響を明 らかにするのが本研究課題の 目的である。研究は筋 ・骨格系の解剖学

的研究、ロコモーシ ョンの撮影データの運動学的研究を主 として行われる。2011年 度までに霊長類 を含めて約70

種の哺乳類の肩 甲骨 を含 めた骨格のCT撮 影、を行った。また肩甲骨の外形計測、周辺の筋についての調査 を行っ

た。有限要素法による応力の算 出作業が工学系の研究者の協力 を得て始 まった。ロコモーシ ョンの撮影は主に動物

園で行っている。動物の運動の展示 を目指 して設 けられたサファリラン ドでは高速走行の撮影 も可能である。ニホ

ンザル、シカについては屋久島観察センターの利用を許可 してもらい 自然環境下の ロコモーシ ョンを撮影 した。哺

乳類 を理解することを目的 しているため、さらに多くの解剖、運動学的作業が必要であるが、着実にデータは蓄積

されている。

D-14霊 長類網膜お よび脳 におけるオプシン発現部位の解析

七 田芳則(京 都大 ・院理),大 内淑代(徳 島大 ・院 ソシオテクノサイエ ンス),山 下高廣(京 都大 ・院理)所 内

対応者:中 村克樹

ヒ トを含む霊長類のゲノムには、網膜の視細胞に発現 し視覚の分子基盤 となる光受容 タンパク質(オ プシン)遺

伝子以外にも、い くつかのオプシン遺伝子が確認 されてい る。 しか し、それ らが どのよ うな分子的性質を有 し、ど

こに発現 し、視覚以外のどのような生理機能に関わるか、ついては未知の部分が多い。

我々は本研究課題 を開始す る前に、非視覚機能を担 うオプシンOpn5に ついてニワ トリで解析 を行 い、紫外光感

受性 で網膜のアマク リン細胞 ・神経節細胞に発現す ることを見いだ していた。そこで本随時募集研究課題 におい

て、霊長類 におけるこのオプシンの生理機能に迫るため、網膜における局在を明 らかにすることを目的 とした。マ
ーモセ ッ トおよびアカゲザルの網膜に対 して特異的抗体 を用いた免疫染色実験 を行ったところ、視細胞以外の一部

の神経細胞にシグナルを見いだす ことに成功 した。

D-15頭 部 傷 害 指 標 提 案 に 向 け た ス ケ ー リ ン グ 手 法 の 開 発

JAntona,小 野 古 志 郎,江 島 晋(一 般 財 団 法 人 日本 自 動 車 研 究 所)所 内 対 応 者:西 村 剛

Anewmethodhasbeenappliedtodevelopafiniteelementmodelofthehead-neckcomplexofaMacaquefrommedical

images.Theskullandthebrainhavebeenvalidatedbasedontissueandcomponentexperimentaldatafromliterature.The

kinematicsoftheheadunderoccipitalimpactshasbeenvalidatedagainstasub-setofheadimpactexperimentscarriedoutin

thepastattheJapanAutomobileResearchInstitute.Thevalidatedmodelhasbeenusedtosimulate190ccipitalimpacts

case-by-case.Thecorrelationbetweenmechanicalparametersofthedifferentbrainorgansatthesimulatedimpactsandthe

occurrenceofconcussionintheexperimentswasanalyzed.Stressinthebrainstemshowedsignificantcorrelationto

concussionasrecordedintheexperimentaldatafromthepast.Thedevelopedmodelandthepresentedresultsconstitutethe

firststeptowardsthedevelopmentofatissuelevelinjurycriterionforhumanthatisbasedonexperimentalanimaldata.

D-16乾 季 に お け る チ ャ イ ロ キ ツ ネ ザ ル の 採 食 パ タ ー ン:果 実 食 と 葉 食 の 異 な る 機 能

佐 藤 宏 樹(京 都 大 ・ア フ リ カ 研)所 内 対 応 者:半 谷 吾 郎

マ ダ ガ ス カ ル 産 霊 長 類 の う ち 、 キ ツ ネ ザ ル 科E〃1召 〃解 属 の 食 性 は 、 多 く の 観 察 研 究 お よ び 消 化 管 構 造 か ら 果 実 食

で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 し か し 、 マ ダ ガ ス カ ル 北 西 部 の 熱 帯 乾 燥 林 に 生 息 す る チ ャ イ ロ キ ツ ネ ザ ル は 、 乾 季

後 半 に 日 中 の 果 実 食 割 合 を 大 き く減 ら し 、 五'∬oc捌 〃3麗 θ肋 醐g"(ラ ン 科)の 草 本 を 噛 み 締 め て 組 織 液 を 舐 め 取 る

行 動 に 長 時 間 を 費 や す こ と が こ れ ま で の 観 察 か ら 明 ら か に な っ て い る 。 一 方 、 夜 間 は こ の 葉 を 全 く利 用 せ ず 、 果 実

を 中 心 に 採 食 す る 。 こ の 時 期 の 結 実 木 密 度 は 他 の 季 節 と 変 わ ら な い 。 日 中 の 葉 食 と 夜 間 の 果 実 食 の 機 能 を 探 る た
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